
岩⼿県婦⼈消防連絡協議会
(藤沢町婦⼈消防連絡協⼒隊)

会⻑ 千葉とき⼦



藤沢町

沿⾰
【岩⼿県婦⼈消防連絡協議会】
・昭和46年９⽉10⽇結成
・県内11地区⽀部50団体の婦⼈消防協
⼒隊で構成されている

【藤沢町婦⼈消防協⼒隊】
・昭和43年2⽉及び10⽉に町内４地区
に婦⼈消防協⼒隊が結成される。

・昭和46年１⽉、婦⼈消防協⼒隊連合
会を組織する。

・昭和49年４⽉、⾏政区単位の43班か
らなる藤沢町婦⼈消防協⼒隊として組織
の編成する。

・平成23年９⽉、⼀関市と合併し⼀関
市婦⼈消防協⼒隊連絡協議会へ編⼊する。

・現在、藤沢町婦⼈消防協⼒隊、隊員
211名で活動を⾏っている。



県内被害状況
死者
(人)

行方不明者
(人)

負傷者
(人)

家屋倒壊数
(棟)

洋野町 0 0 0 26
久慈市 2 2 10 278
野田村 38 0 17 479
普代村 0 1 1 0

田野畑村 14 15 8 270
岩泉町 7 0 0 200
宮古市 420 94 33 4005
山田町 604 148不明 3167
大槌町 803 423不明 4167
釜石市 888 152不明 3656

大船渡市 340 79不明 3938
陸前高田市 1556 203不明 4046

総計 4672 1117 69 24232
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岩⼿県洋野町へ義援⾦の交付

岩⼿県宮古市へ義援⾦の交付



⼀関市藤沢町婦⼈消防協⼒隊拠点

藤沢町は、岩⼿県の南端に位置し、
平成23年９⽉26⽇、⼀関市と合併。
震災当時は、町内でも震度６弱を観

測し、道路、建物の部分焼損が多数発
⽣するも、⼈的被害発⽣の報告は無い。

⼀関市藤沢町

岩⼿県陸前⾼⽥市

宮城県気仙沼市

宮城県南三陸町



３.11 午後２時46分 マグニチュード9.0

藤沢町の被災地支援

・ 藤沢町震度 ６弱
・ 藤沢町被害 建物、道路の損壊多数発⽣

⼈的被害報告無し(中等症以上)
・ 町職員、消防団、⾃主防災組織等の
関係団体と連携して⽀援。
(平成23年３⽉15⽇〜現在も継続)
給⽔⽀援、救援物資搬送、炊き出し、
⼊浴施設提供、イベント交流などの⽀援活動を実施
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藤沢町災害対策本部に直接
届けられた⽀援物資

町内20カ所の集会施設に集めら
れた救援物資
(タオルや⽑布など２トントラック20台分)



被災地との位置関係

⽀援地域の選定に迷い…

・交流がある地域への⽀援
・県境を越えた隣接(直近)地域への⽀援 陸前⾼⽥市

気仙沼本吉町
⼤⾕地区

気仙沼本吉町
津⾕地区

南三陸町

藤沢町



陸前⾼⽥市への⽀援物資の搬送が
困難であった

国道３４３号線
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本吉総合体育館に⽀援物資を
搬送している様⼦

本吉総合体育館に⽀援物資
を運び込んでいる様⼦



孤立した臨時避難所支援

津⾕地区避難所の総合体育館では、職員の不⾜から
⽀援物資の受け⼊れが困難な状況。
⼤⾕地区では、⼀次避難所、⼆次避難所共、津波に

よる被害で、お伊勢浜海⽔浴場から約1.6㎞離れた仙
翁寺には、約350〜400⼈が避難しており、物資が不
⾜している状況。

宮城県 気仙沼市

仙翁寺

本吉総合体育館

藤沢町

岩⼿県 ⼀関市

宮城県 登⽶市
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被災前 被災後

仙扇寺近辺①【気仙沼市本吉町⼤⾕地区】

お伊勢浜海⽔浴場 お伊勢浜海⽔浴場

⼤⾕海⽔浴場 ⼤⾕海⽔浴場

国道45号線
国道45号線



＜⼤⾕海⽔浴場付近の被災状況＞

国道45線

⼤⾕海⽔浴場

＜お伊勢浜海⽔浴場付近の被災状況＞
ＪＲ気仙沼線跡

国道45号線

＜密集地の被災状況＞
⼤⾕地区の密集地は、10ｍ

程の⾼台に位置するが、津波
により破壊された。

国道45号線

仙翁寺近辺②（気仙沼市本吉町⼤⾕地区）

お伊勢浜海⽔浴場
＜お伊勢浜海⽔浴場付近の被災状況＞



仙翁寺避難所の様⼦

⼤⾕地区 仙翁寺避難所



⼼を⼀つに



⼤⾕仙扇寺避難所での
炊き出し⽀援活動



まさぼうの湯

藤沢町内の⼊浴施設
館ヶ森⾼原ホテル 提供した⼊浴施設



藤沢町の雇⽤促進住宅に⼊居する
被災地の⽅たちとの「交流」⽀援
活動の様⼦



藤沢町雇⽤促進住宅の仮設住宅
⼊居者と交流事業

桜の⽊を植樹
歌⼿・植樹活動家 ⽩井美知代さん



被災沿岸地域視察研修
（陸前⾼⽥市〜気仙沼市）

＜陸前⾼⽥市婦⼈消防連絡協会の隊員⽅との意⾒交換会＞

＜陸前⾼⽥市内の被災状況＞

３⽉23⽇の同周辺状況

＜気仙沼市内の被災状況＞



⼤⾕地区舞浜仮設住宅
クリスマスイベント



気仙沼市本吉地区
鎮魂の桜の植樹と地蔵の設置
（平成24年3⽉31⽇）



藤沢町⼥性組織連絡会議研修
（平成24年8⽉26⽇ 気仙沼市）



⽀援活動をとおして
今回の活動で感じたこと
・地域で地域を守る
・誰かのためにみんなが動く
・被災地であってもより深刻な被災地を⽀援

これからの防災対策
・ 後世への伝承
・ 防災教育の⼀層の充実



復興写真 ①



復興写真②



復興写真③



復興写真④



ソフトボール交流試合で被災地⽀援活動
【⼀関市藤沢町運動広場】


